




－
母
の
姿
（
イ
メ
ー
ジ
）
と

こ
む
こ
と
」
の
悩
み
を
あ
げ
た
者
が
お
り
、

母
を
思
う
気
持
ち

l
最
も
心
配
し
て
い
た
家
庭
内
の
大
き
な
悩
み

子
供
た
ち
は
母
の
姿
を
ど
の
よ
う
に
捉
、
え
に
心
を
痛
め
て
い
る
姿
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
イ
メ
ー
ジ
調
査
の
女
子
に
お
い
て
も
、
「
勉
強
の
こ
と
」
、

結
果
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
友
達
の
こ
と
」
等
学
校
生
活
で
の
悩
み
で
こ
の
た
び
、
財
団
法
人
日
本
船
員
厚
生
協

イ

メ

ー

ジ

と

し

て

最

も

多

く

あ

げ

ら

れ

た

し

た

。

会

理

事

長

か

ら

、

海

難

遺

児

及

び

家

族

の

宿

め
は
「
働
き
ば
ち
」
で
、

三
四
%
を
占
め
、

l
少
な
い
父
の
思
い
出

l

泊
料
金
を
割
引
す
る
こ
と
に
つ
い
て
御
連
絡

吹
い
で
「
神
様
・
仏
様
」

一一一

%
、
「
大
木
」
最
後
に
子
供
た
ち
が
、
胸
に
抱
い
て

い
る
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一一
七
%
等
の
順
で
し
た
。
大
黒
柱
で
あ
る
お
父
の
思
い
出
に
ふ
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
五
十
九
年
十
二
月
か
ら
割
引
き

安
き
ん
を
失
っ
た
あ
と
、
自
分
の
こ
と
を
考
幼
い
時
に
父
を
失
っ
て
お
り
、
父
の
思
い
れ
る
施
設
は
、
当
面
、
後
記
の
十

一
館
で
す

T
る
暇
も
な
く
働
き
つ
づ
け
、
一
家
を
懸
命
出
は
少
な
い
者
が
多
い
が
、
父
を
慕
う
気
持
か
ら
御
注
意
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
船
員
厚
生

r支
え
、
自
分
た
ち
を
育
て
て
く
れ
る
母
親
ち
は
強
い
。
し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
拡
大
さ
れ
る
方
向

町
姿
を
、
子
供
た
ち
は
尊
敬
と
畏
敬
の
念
を
点
に
は
余
り
ふ
れ
た
く
な
い
質
問
の
よ
う
で
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

待
っ
て
捉
、
え
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

し
た
が
、
男
子
で
三
二
・
七
%
、
女
子
で
は
（
要
領
）

一
次
に
、
そ
の
お
母
さ
ん
に
対
し
ど
う
応
、
ぇ
五
O
%
の
者
が
「
思
い
出
が
あ
る
」
と
回
答
し
、

一
、
割
引
対
象
者
船
舶
の
海
難
等
に
よ
り

T
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ほ
か
は
、
男
子
三
二

・
七
%
、
女
子
二

O
%
殉
職
さ
れ
た
船
員
の
遺
児
お
よ
び
そ
の
家

一
お
母
さ
ん
に
「
す
ぐ
し
て
あ
げ
た
い
こ
と
」
、
の
者
が
「
思
い
出
が
な
い
」
と
答
え
、
男
女
族

（保
護
者
を
含
む
。）

一
「
将
来
し
て
あ
げ
た
い

こ
と
」
に
分
け
て
そ
そ
れ
ぞ
れ
約
二
七
%
の
者
は
無
回
答
で
し
た
。
二
、
割
引
率

一
人
一
泊
料
金
の
二
割
（
食

材
思
い
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。
こ
の
回
答
は
、
で
は
、
「
あ
る
」
と
答
え
た
者
に
は
、
ど
事
代
は
別
で
す
。）

rV
カ
女
と
も
「
す
ぐ
し
て
あ
げ
た
い
こ
と
」
ょ
ん
な
思
い
出
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ヤ

γも
、
「
将
来
し
て
あ
げ
た
い
こ
と
」
の
方
男
女
と
も
「
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
連
れ
て
行

F
顕
著
に
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

っ
て
く
れ
た
こ
と
」
と
い
う
楽
し
い
思
い
出

一一
在
で
き
る
こ
と
は
自
分
な
り
に
精

一
杯
や
が
ト
ッ
プ
で
し
た
。
次
い
で
は
、
「
父
と
楽

」っ
て
い
る
と

い
う
気
持
ち
を
反
映
し
た
も
の
し
く
遊
ん
だ
こ
と
」
等
で
、
や
さ
し
か
っ
た

「と
考
え
ら
れ
、
前
述
の
家
事
手
伝
い
が
こ
れ
お
父
さ
ん
の
思
い
出
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、

τ裏
付
け
て
い
足
す
。

今
と
な
っ
て
は
、
叱
ら
れ
た
こ
と
も
、
父
へ

国

ま
た
、
「
将
来
し
て
あ
げ
た
い
こ
と
」
が
の
熱
い
思
い
出
と
な
り
、
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ

塔
加
す
る
の
は
、
自
分
が
働
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
逆
に
、
思
い
出
が
な
い
、
又

一た
ら
、
お
母
き
ん
を
楽
に
し
て
あ
げ
た
い
、
は
無
回
答
の
者
の
心
に
は
、

幼
い
時
に
お
父

一と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
に
外
あ
り
ま
せ
ん
。
き
ん
を
亡
く
し
て
い
る
の
で
、
全
く
思
い
出

－

い
ず
れ
に
し
て
も
、
母
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
を
持
っ
て
い
な
い
、
言
い
か
、
え
れ
ば
父
を
知

司つ
気
持
ち
が
強
く
、
現
在
し
て
あ
げ
た
い
内
ら
な
い
子
供
た
ち
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
さ
ら

零
を
み
て
も
、

「
仕
事
を
休
ま
せ
て
あ
げ
た
に
は
悲
し
い
別
れ
だ
っ
た
思
い
出
を
忘
れ
よ

τ」
、
「
余
計
な
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
う
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
よ
う
」
等
現
実
な
も
の
と
な
り
、
将
来
し

一て
あ
げ
た
い
こ
と
で
は
、
「
家
を
建
て
て
あ

一げ
た
い
」
、
「
楽
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
等
、

守中
に
は
、

「
幸
せ
な
家
庭
を
も
つ
こ
と
」
と

一い
う
回
答
を
し
て
お
り
、
少
年
、
少
女
期
の

有
間
た
ち
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
母
の
こ
と
を

苦
い
く
ら
し
て
い
る
か
と
思
う
と
、
胸
を
打

一た
れ
ま
す
。

ア
子
供
た
ち
の
悩
み
1

一
今
、
子
供
た
ち
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
、

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

男
子
の
悩
み
ご
と
で
は
、
進
学
の
こ
と
が

第

一
位
に
あ
げ
ら
れ
、
「
勉
強
の
こ
と
」
や

進
学
に
関
係
し
た
悩
み
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
ま

す
。
だ
が
中
に
は
、
「
母
が
病
気
で
よ
く
寝
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海
員
会
館
宿
泊
利
用
料
金
の

一
割
引
き
の
お
知
ら
せ

在
京
大
学
進
学
者
等
へ

お
知
ら
せ

本
会
の
励
ま
し
お
じ
さ
ん
、
東
京
都
品
川

区
の
東
海
寺
大
巌
義
方
様
か
ら
、
本
会
男
子

奨
学
生
で
大
学
、
専
門
学
校
、
予
備
校
等
へ

進
学
し
た
者
に
、
東
海
寺
学
生
寮
を
無
料
で
『
会

員

申

込

み

・

奨

学

提
供
し
た
い
と
い
う
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
早
速
、
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

資

金

の

御

寄

付

』

お

礼

部
屋
は
、
四
帖
の
独
立
部
屋
、
押
し
入
れ
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
問
、
新
た
に
左

付
で
、
入
寮
し
て
も
部
屋
代
、
食
事
代
は
無
記
の
皆
様
か
ら
会
員
の
申
し
込
み
を
い
た
だ

料
で
す
。
ま
た
、
大
学
生
は
月
額
二
万
円
、
き
、
同
時
に
、
奨
学
資
金
の
御
寄
付
を
賜
わ

専
門
学
校
、
予
備
校
在
学
者
に
は

一
万
五
千
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
御
芳
名
を
掲
げ
、
厚

円
の
小
遣
い
が
給
与
さ
れ
ま
す
。
寮
生
活
は
、
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
が
第

一
条
件

な
お
、
引
き
続
き
会
員
を
募
集
中
で
あ
り

と
な
っ
て
お
り
、

一
日
の
日
課
と
し
て
朝
は
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
支
援
の
ほ
ど
お
願

こ
の
調
査
は
、
昭
和
五
十
四
年
を
第

一
回
全
員
六
時
十
分
に
起
床
し
、
約
三

O
分
の
座
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
し
今
回
が
第
二
回
目
で
す
。
今
後
も
、
五
禅
を
組
ん
だ
後
、
庭
の
掃
除
等
を
行
い
ま
す
。
※
御
芳
名

（敬
称
略
）

年
ご
と
に
実
施
し
た
い
と
考
、
え
て
お
り
ま
す
。
食
事
は
、
朝
食
、
夕
食
と
も
当
番
制
で
担
当

〔
十
月
〕

マ
鮒
ご
ん
六
水
産
マ
加
茂
水
産

今
回
の
報
告
書
は
、

A
6
判
七

九

頁

で

す

。

し

ま

す

。

側

マ

子

安

浜

水

産

附

マ

山
形
県
漁
船
保
険
組

第

一一
編
母
親
調
査
、
第
二
編
奨
学
生
（
中
学
な
お
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
学
校
合
専
務
理
事
青
木
茂
彦
マ
山
形
県
漁
船
保
険

二
年
生
）
調
査
と
い
う
構
成
に
し
て
お
り
ま
の
休
み
（
夏
期

・
春
期
等
の
長
期
休
暇
）
以
組
合
参
事
野
尻
幸
次
郎
マ
山
形
県
漁
船
保
険

す
。
紙
面
の
都
合
で
、
こ
こ
で
の
紹
介
は
ご
外
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

組
合
参
事
清
水
三
都
子
マ
山
形
県
漁
船
保
険

く
一
部
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
奨
学
学
生
寮
は
、
京
浜
急
行
線
で
品
川
駅
よ
り
組
合
職
員
秋
野
武
司
マ
山
形
県
漁
業
協
同
組

生
家
庭
の
く
ら
し
に
つ
い
て
の
様
々
な
実
態

二
つ
自
の
新
馬
場
駅
よ
り
二
O
O
米
の
所
に
合
組
合
長
理
事
佐
藤
徳
一
マ
池
田
広
治
（
山

や
貴
重
な
御
意
見
・
御
希
望
を
い
た
だ
き
ま
あ
り
ま
す
。

形
県
酒
国
市
）

し
た
。
そ
の
内
容
に
は
、
育
英
会
自
体
が
逆
入
寮
は
、
先
着
順
で
二
名
ぐ
ら
い
の
予
定

〔
＋
一
月
〕

マ
日
本
鰹
鮪
漁
業
協
同
組
合

に
励
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
新
た
な
情
熱
で
す
。
希
望
者
は
、

ま
ず
育
英
会
へ
御
連
絡
連
合
会
会
長
理
事
増
田
正

一
一
〉
香
川
県
信
用

が

わ

い

て

ま

い

り

ま

す

。

く

だ

さ

い

。

漁

業

協

同

組

合

連

合

会

マ

漁

村

文

化
協
会
専

ま
と
め
に
か
え
て

釧
路
海
員
会
館（
O
一
五
四
）
二
二
三
九
九
八

室
蘭
海
員
会
館

（
O
一

四
一ニ
）
二
二
｜
七
O
O
九
附

函
館
市
海
員
水
産
会
館

（
O
一
三
八
）
二
三
二
O
六
九

川
崎
海
員
会
館（
O
四
四
）
二
三
三
！
五
八
九
六

横
浜
海
員
会
館

「
一
二

四

一
間

（
O
四
五
）
六
八
一

｛｛
二
三
五
八
（
予
約
）

嘩｜

募｜金｜
金｜長｜

寄
付

側
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
手
島
弘
平
・
長
谷

川
宗
敏
・

田
口
絹
子

・
三
浦
満
・
高
橋
千
草

マ
村
山
み
つ
子
（
東
京
都
渋
谷
区
）
マ
大
津

昭

一
郎
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
マ
森
原
元
夫

（
東
京
都
港
区
）
マ
制
大
日
本
水
産
会
理
事
一

中
村
一
郎
マ
衆
議
院
議
員
阿
部
文
男
マ
小
出

一

と
し
え
（
福
岡
県
福
岡
市
）
マ
須
藤
恵
子
（
東

一

京
都
国
分
寺
市
）
マ
橋
本
静
枝
（
茨
城
県
東

一

海
村
）
マ
阿
部
和
子
（
埼
玉
県
浦
和
市
）
マ

一

吉
田
音
松
（
東
京
都
港
区
）
マ
本
間
雅
彦
（
埼

一

玉
県
浦
和
市
）
マ
深
海
漁
場
開
発
側
理
事
大

一

回
恒
夫
マ
農
林
中
央
金
庫
常
務
理
事
堀
川
春
一

彦
マ
農
林
中
央
金
庫
専
務
理
事
赤
羽
昭
二
マ

須
藤
美
智
子
（
東
京
都
国
分
寺
市
）
マ
鈴
木

和
子
（
東
京
都
葛
飾
区
）
マ
名
嘉
三
直
（
埼

玉
県
狭
山
市
）
マ
針
ケ
谷
由
子
（
東
京
都
港

区
）
マ
参
議
院
議
員
玉
置
和
郎
マ
宗
教
法
人

東
海
寺
（
東
京
都
品
川
区
）

お
ネし

昨
年
中
は
、
温
か
い
御
支
援
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
年
末
に
は
、
「
年
末
カ

ン
パ
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
水
産

庁
を
は
じ
め
漁
協
系
統
並
び
に
水
産
関
係
団

体
・
会
社
の
役
職
員
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い

カ
ン
パ
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
こ
ニ
に
昭
和
五

十
九
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
聞
に
御
支

援
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の
御
芳
名
を
か
か

げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名

（敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（系
統
扱
い
一
一
般
寄

付
金
を
含
む
。）

〔
十
月
〕

マ
香
川
県

（県
漁
連
参
事
荻
田

孝
英

・
香
典
返
し
）
マ
岡
山
県
マ
三
重
県
（
第

四
回
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
会
場
募
金
）
マ

和
歌
山
県
（
県
信
漁
連
企
画
推
進
課
長
竹
本

勝
広
ほ
か
二
件
）
マ
北
海
道
（
北
海
道
漁
業

共
済
組
合

・
創
立
二
十
周
年
記
念
）
マ
北
海

道
（
小
林
実
・
香
典
返
し
）
マ
香
川
県
（
上

田
ユ
キ
・
志
々
島
漁
協
組
合
長
故
水
野
忠
士
口

氏
香
典
返
し
）
マ
三
重
県
（
藤
井
一
郎
ほ
か

三
十

一
件
）
マ
京
都
府

（増
村
艶
子
・
香
典

返
し
）
マ
長
崎
県
（
舛
固
有
良
ほ
か
七
件
）

〔
＋
一
月
〕

マ
鳥
取
県
（
県
漁
連
購
買
係

長
西
根
俊
一

・
香
典
返
し
）
マ
青
森
県
（
小

泊
漁
協
婦
人
部
ほ
か
五
件
）
マ
北
海
道
（
羅

臼
漁
協
定
置
漁
業
部
会

・
羅
臼
漁
協
定
置
青
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第 35号

県名
学資給与奨学生 奨学金貸

合計
59年度第3回新規採用者

幼児 小学生 中学生 小計 与奨学生 幼児 小学生 中学生 高校生 言十

；海道 9 105 99;5) 213(5) 35 248(5) 3 3 

森 8 54 53(3) 115(3) 33 148(3) I 

i 手 9 71 54 134 34 168 4 12 8 6 30 

城 9 72 79;2) 160:2) 19 179(2) 5 3 9 

回 1 14 7 22 3 25 

青5 1 10 12 23 8 31 

烏 2 21 22 45 14 59 

－‘p ( 
城 6 4 10 5 15 

木 1 I 2 2 

「 葉 2 7 22 31 2 33 

庁、 1 I 2 4 4 

申奈川 4 4 3 7 

I勾 8 7 15 3 18 

i 山 I 5 5 11 4 15 I I 2 

戸コ JII 2 23 20 45 7 52 

井 2 6 8 3 II 

静 岡 I 7 7 15 3 18 

主 知 I 9 7(1) 17(1) 5 22(]) 

重 1 10 16 27 5 32 
ー
曹、 都 5 2 7 7 

k 阪 2 2 4 2 6 

長 庫 1 14 13 28 3 31 

相歌山 3 12 15 5 20 

島 取 3 9 19 31 8 39 

車 根 2 15 10 27 4 31 ．一
同 山 4 7 11 4 15 

広 島 4 6 6 

山 ロ 3 26 31 60 29 89 2 2 

香 JIJ 6 5 II 9 20 

龍 島 8 2 10 5 15 

量 媛 15 4 20 6 26 

高 知 6 11(1) 18(1) 7 25(1) 

偏 岡 4 24 12 40 7 47 

福岡県有明海 2 2 4 4 

佐賀県玄海 5 7 12 3 15 

佐賀県有明海 2 2 4 4 

長 崎 6 43 46(1) 95(1) 29 124(1) 1 6 1 8 

大 分 3 13 14 30 2 32 I 1 I 3 

｜熊 本 8 6( I) 14(1) 2 16(1) 

富 崎 2 8 14 24 5 29 

鹿児島 2 16 12 30 12 42 2 2 

jq, 縄 9 8 17 7 24 

A ロ 言十 77 673 669(14) I, 419(14) 335 1, 754(14) 8 33 14 6 61 

年
会
）
マ
富
山
県

（井
田
重
雄
ほ
か

一
件
）

マ
大
分
県
（
佐
伯
市

・
南
郡
水
産
加
工
業
振

興
協
議
会
ほ
か
二
件
）
マ
千
葉
県

（県
産
業

ま
つ
り
水
産
部
会
ほ
か
二
件
）
マ
富
山
県
（県

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
長
小
林
市
之

－
叙
勲
祝
）
マ
和
歌
山
県

（加
太
漁
協
組

長
加
納
隆
男
・
香
典
返
し
）
マ
長
崎
県
（
渡

キ
ソ
・
香
典
返
し
）
マ
福
島
県
マ
茨
城
県

丸
徳
漁
業
側
所
属
漁
船
第
三
十
八
全
徳
丸

組
員

一
同
・
人
命
救
助
の
褒
彰
記
念
）
マ

崎
県

（坂
本
清
ほ
か
十
件
）
マ
富
山
県
（県

連
会
長
尾
山
栄
吉
ほ
か

一
件
）

十
二
月
〕

マ
宮
城
県
（
鮒
浅
幸
商
店
取

役
社
長
浅
野
幸

一
郎
）
マ
島
根
県

（栂
野

一
先
生
顕
彰
碑
建
設
委
員
会
ほ
か

一
件
）

北
海
道

（岩
田
達
与
・
木
村
正
清
）
マ
青

県

（千
葉
哲
也
ほ
か
七
件
）
マ
佐
賀
県
マ

城
県
（日
本
舞
踊
協
会
宮
城
県
支
部
）
マ
静

県

（静
岡
県
魚
市
場
協
会
ほ
か
五
件
）
マ

賀
県
有
明
海
マ
福
島
県
マ
神
奈
川
県

（県

漁
連
会
長
石
渡
庄
蔵
・
叙
勲
祝
）
マ
島
根

（恵
曇
漁
協
婦
人
部
）
マ
富
山
県

（広
瀬

三
ほ
か

一
件
）
マ
青
森
県

（海
の
記
念
日

挙
協
債
を
ほ
か
一

件
）
マ
沖
縄
県
マ
徳
島

（昭和59年12月末段心一）
都道府県別奨学生数

県

（
県
の
り
協
会
）
マ
鳥
取
県

（若
葉
漁
業

側
ほ
か
四
件
）
マ
鹿
児
島
県

（鹿
児
島
ま
ぐ

ろ
同
友
会
ほ
か
三
件
）
マ
大
分
県
（
唐
戸
魚

鮒
ほ
か
二
十

一
件
）
マ
全
漁
連
役
職
員

一
同

マ
和
歌
山
県
（
薮
三
之
助
ほ
か
十
六
件
）
マ

福
井
県
マ
宮
崎
県
マ
共
水
連
役
職
員

一
同
マ

京
都
府

（舞
鶴
漁
協
青
年
部
・
婦
人
部
ほ
か

二
件
）
マ
香
川
県
（
河
元
水
産
ほ
か
三
十
九

件
）
マ
沖
縄
県
（
県
農
林
水
産
部
職
員

一
同

ほ
か
八
件
）
マ
広
島
県
マ
静
岡
県
マ
山
口
県

（
渡
辺
ソ
ノ
）
マ
三
重
県
（
嶋
田
知
恵
ほ
か

三
十
二
件
）
マ
新
潟
県

一
、
一
般
寄
付

〔
十
月
〕

マ
加
賀
漁
船
船
員
組
合
（
漁
船

同
盟
経
由
）
マ
岡
野
絹
・
峰
松
栄

（
東
京
都

台
東
区
）
マ
大
崎
文
子
（
漁
協
経
営
セ
ン
タ

ー
故
大
崎
光
四
郎
氏
香
典
返
し
）
マ
山
崎
良

夫
（
築
地
報
徳
会
経
由
）
マ
大
田
岩
夫

（神

奈
川
県
横
浜
市
）
マ
高
松
芳
子
（
千
葉
県
柏

市
）
マ
水
産
庁
沿
岸
謀
募
金
箱
マ
破
魔
康
子

（
東
京
都
豊
島
区
）
マ
嶋
田
則
之

（
石
川
県

辰
口
町
）
マ
匿
名

〔
十
一
月
〕

マ
農
林
中
央
金
庫
本
店
業
務

渉
外
室
片
山
茂
マ
中
野
信

一
（
愛
知
県
名
古

屋
市
）
マ
野
中
千
代
乃
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

マ
田
村
幸
子
（
徳
島
県
藍
住
町
）
マ
大
京
魚

類
側
常
務
取
締
役
斉
藤
伸
三
（
快
気
祝
）
マ

橋
本
孝
権
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
マ
高
崎

経
済
大
学
教
授
大
津
昭

一
郎

（西
日
本
漁
業

経
済
学
会
カ
ン
パ
）
マ
岡
野
絹

・
峰
松
栄
（
東

京
都
台
東
区
）
マ
和
田
恵
美
子

（共
和
水
産

開
取
締
役
社
長
故
和
田
義
孝
氏
香
典
返
し
）

マ
中
部
水
産
鮒

（名
古
屋
証
券
取
引
所
二
部

上
場
記
念
）
マ
永
井
千
枝
子
（
愛
知
県
豊
橋

市
）
マ
漁
船
海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
イ
ベ

ン
ト
募
金
マ
上
回
都
美

（
東
京
都
荒
川
区
）

マ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ブ

A
B
A
B
（
東
京
都

品
川
区
）
マ
側
ジ
ョ
イ
企
画
北
見
恭
子
マ
伊

藤
わ
り
子
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）
マ
匿
名
マ

匿
名
マ
大
田
岩
夫

（神
奈
川
県
横
浜
市
）
マ

松
井
外
恵

（神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）
マ
梅
津

静
子
（
東
京
都
大
田
区
）
マ
浅
野
昭
二

・
浅

野
昭
二
写
真
展
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
募
金
（
全
日

海
経
由
）
マ
制
全
国
沿
岸
漁
業
振
興
開
発
協

会
募
金
箱
マ
回
全
国
沿
岸
漁
業
振
興
開
発
協

会
役
職
員
一
同
マ
清
水
佑
子
（
東
京
都
港
区
）

マ
制
全
国
沖
合
い
か
つ
り
漁
業
協
会
マ
全
国

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
全
日
本
海）内は特殊児で外数である。

員
組
合
小
名
浜
支
部
・
い
わ
き
親
潮
会

・
全

一
係
者

一
同
マ
三
輿
魚
類
側
マ
制
日
本
水
産
資

国
海
友
婦
人
会
い
わ
き
支
部
（
全
日
海
経
由
）
源
保
護
協
会
役
職
員
一
同
マ
全
日
本
労
働
総

マ
蒲
田
魚
商
業
協
同
組
合
組
合
員
一
同
マ
水

同
盟
網
走
地
区
同
盟
マ
側
温
水
養
魚
開
発
協

産

庁

漁

政

部

企

画

課

募

金

箱

会

役

職

員

一

同

マ

仙

都

魚

類

鮒

マ

九

州

大

学

〔
十
二
月
〕

マ
糊
奈
良
魚
市
（
取
締
役
社
農
学
部
水
産
学
科
一
同
マ
制
漁
船
協
会
マ
船

長
故
松
村
義
秀
氏
香
典
返
し
）
マ
全
国
加
工
日
本
遠
洋
底
曳
網
漁
業
協
会
マ
北
海
道
立
函

海
苔
協
同
組
合
連
合
会
マ
海
洋
水
産
資
源
開
館
水
産
高
等
学
校
教
職
員

一
同
マ
青
森
県
立

発
セ
ン
タ
ー
理
事
長
尾
島
雄

一
マ
制
全
国
漁
八
戸
水
産
高
等
学
校
教
職
員

一
同
マ
高
知
県

港
協
会
マ
日
本
鰹
鮪
漁
船
保
険
組
合
役
職
員
立
清
水
高
等
学
校
一
同
マ
北
海
道
厚
岸
水
産

一
同
マ
岡
野
絹
・
峰
松
栄
（
東
京
都
台
東
区
）
高
等
学
校

一
同
マ
欄
マ
ル
ミ
マ
大
都
魚
類
鮒

マ
全
国
海
友
婦
人
会
武
蔵
野
支
部
マ
側
漁
場
会
長
長
谷
川
秀
雄
（
築
地
報
徳
会
経
由
）
マ

油
濁
被
害
救
済
基
金
役
職
員
一
同
マ
農
林
中
橋
本
孝
嬉
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
マ
丸
福

央
金
庫
役
職
員

一
同
マ
麻
雀
カ
ナ
メ

（東
京
漁
業
側
マ
日
本
水
産
缶
詰
輸
出
水
産
業
組
合

都
世
田
谷
区
）
マ
闘
魚
価
安
定
基
金
役
職
員

一
同
マ
吉
田
純
子
（
埼
玉
県
川
口
市
）
マ
刷

一
同
マ
附
共
冷
マ
マ
ル
ヨ
水
産
側
マ
新
潟
漁
全
国
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
会
役
職

業
調
整
事
務
所
佐
藤
幸

一一〉
柏
魚
市
場
制
マ
員
一

同
マ
大
東
魚
類
側
役
職
員
カ
ン
パ
・
社

昌
和
水
産
側
マ
日
本
海
難
防
止
協
会
役
職
員
内
募
金
箱
マ
全
国
漁
業
共
済
組
合
連
合
会
役

一
同
マ
鮒
中
央
漁
業
公
社
役
職
員
一
同
マ
ア
職
員
一
同

・
募
金
箱
マ
水
産
庁
長
官
室
募
金

ラ
ス
カ
ゼ
ネ
ラ
ル
ト
レ
ー
ド
社
マ
西
内
伸
二
箱
マ
海
洋
水
産
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
職
員

一

マ
長
浜
欣
子
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
マ
閏
山
同
・
募
金
箱
マ
水
産
庁
職
員
一

同
マ
野
原
芳

一
二
三
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
マ
岡
山
中
枝
（
東
京
都
八
王
子
市
）
マ
三
和
厨
理
工
業

央
魚
市
側
マ
日
興
冷
凍
附
マ
附
博
電
社
マ
協
側
マ
新
日
本
気
象
海
洋
側
環
境
調
査
部
マ
側

同
組
合
全
国
魚
粉
飼
料
工
業
会
マ
山
中
正
子
日
本
船
員
厚
生
協
会
横
浜
海
員
会
館
マ
高
知
県

・
長
せ
和
裁
教
室

一
同
（神
奈
川
県
横
浜
市
）

立
室
戸
岬
水
産
高
等
学
校

一
同
マ
佐
賀
魚
附
マ

マ
山
二
漁
業
嗣
マ
北
松
魚
市
側
マ
全
国
蒲
鉾
ウ
ロ
コ
水
産
鮒
マ
鳥
取
県
立
境
水
産
高
等
学

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
か
も
め
プ
校

一
同
マ
京
都
府
立
水
産
高
等
学
校

一
同
マ

ロ
ペ
ラ
鮒
マ
泰
東
製
綱
糊
マ
上
回
都
美
（
東
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
水
産
学
部
教
職
員

一

京
都
荒
川
区
）
マ
東
洋
冷
蔵
鮒
マ
都
倉
栄
三

同
マ
長
崎
県
立
長
崎
水
産
高
等
学
校

一
同
マ

（神
奈
川
県
川
崎
市
）
マ
側
中
央
漁
業
操
業
沖
縄
県
立
宮
古
水
産
高
等
学
校

一
同
マ
岐
阜

安
全
協
会
役
職
員

一
同
マ
東
京
大
森
魚
市
場
水
産
物
商
業
協
同
組
合
マ
樹
高
橋
商
店
マ
平

鮒
マ
大
阪
市
水
産
物
却
協
同
組
合
マ
岩
手
県
野
良
子

（神
奈
川
県
横
浜
市
）
マ
附
筑
摩
書

立
久
慈
水
産
高
等
学
校
教
職
員

一
同
マ
大
栄
房
マ
高
橋
利
江
・
謙
治
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

太
源
鮒
マ
丸
魚
水
産
制
マ
凶
日
本
缶
詰
協
会
マ
北
九
州
水
産
物
小
売
団
体
協
同
組
合
マ
香

マ
伊
藤
靖
（
東
京
都
板
橋
区
）
マ
制
農
林
放
住
漁
業
調
整
事
務
所
職
員
一
同
マ
全
日
本
海

送
事
業
団
マ
樋
田
徹
也
（
東
京
都
大
田
区
）
員
組
合
本
部
募
金
箱
マ
全
国
漁
船
労
働
組
合

マ
岩
手
県
立
広
田
水
産
高
等
学
校
教
職
員
一
同
盟
募
金
箱
マ
全
日
本
海
員
組
合
釜
石
支
部

同
マ
側
花
輪
魚
市
場
マ
渡
辺
勝
栄

（青
森
県

（全
日
海
経
由
）
マ
全
日
本
海
員
組
合
本
部

八
戸
市
）
マ
鮒
東
京
計
器
船
用
囲
内
営
業
部
役
職
員
一
同
マ
大
都
魚
類
側
マ
中
央
魚
類
側

一
同
マ
大
阪
魚
市
場
側
マ
ア
ル
フ
ァ
ン
冷
蔵

マ
東
都
水
産
鮒
マ
第

一
水
産
鮒
マ
築
地
魚
市

側
マ
匿
名
マ
北
洋
母
船
協
議
会
マ
刷
全
国
中
場
側
マ
本
会
役
職
員

一
同
マ
農
林
水
産
省
政

央
市
場
水
産
物
却
売
業
者
協
会
マ
松
風
い
ず
務
次
官
川
原
新
次
郎
マ
農
林
水
産
省
政
務
次

み
（
神
奈
川
県
三
浦
市
）
マ
田
平
喜
和
子
（
兵
官
近
藤
元
次
マ
ニ
チ
モ
ウ
鮒
マ
ニ
チ
モ
ウ
胸

庫
県
宝
塚
市
）
マ
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同
従
業
員

一
同
マ
鮒
ホ
ウ
ス
イ
役
職
員

一
同
マ

組
合
連
合
会
マ
笠
井

一
之
（三
重
県
亀
山
市
）

西
海
区
水
産
研
究
所
職
員

一
同
マ
養
殖
研
究

マ
千
葉
県
立
勝
浦
高
等
学
校
教
職
員
一
同
マ
所
日
光
支
所
岡
地
伊
佐
雄
・
佐
藤
良
三
マ
瀬

嗣
丸
三
三
浦
商
店
マ
東
海
区
水
産
研
究
所
上

戸
内
海
漁
業
調
整
事
務
所
職
員

一
同
マ
東
京

田
庁
舎
工
藤
晋
二
マ
九
州
漁
業
調
整
事
務
所
昆
布
海
藻
鮒
マ
塩
田
洋
一二（
茨
城
県
牛
久
町
）

一
同
マ
山
形
県
立
加
茂
水
産
高
等
学
校
教
職

マ
清
水
食
品
納
マ
東
北
区
水
産
研
究
所
谷
野
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半
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昆
可
も
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と
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、
合
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主
杭

（注）学資給与奨学生の（

都
文
京
区
）
マ
柴
谷
郁
子
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

マ
波
崎
漁
民
組
合
・
全
国
海
友
婦
人
会
波
崎

支
部
（
漁
船
同
盟
経
由
）
マ
全
国
漁
船
労
働

組
合
同
盟
役
職
員

一
同
マ
真
下
晴
子
（
東
京

都
練
馬
区
）
マ
北
海
道
区
水
産
研
究
所

一
同

マ
鮒

一
印
上
越
魚
市
場
マ
鮒
弘
前
丸
魚
魚
類

却
売
市
場
マ
島
根
県
立
隠
岐
水
産
高
等
学
校

一
同
マ
船
員
災
害
防
止
協
会

一
同
マ
附
仙
台

水
産
マ
南
西
海
区
水
産
研
究
所
高
知
庁
舎
一

同
マ
豊
洲
冷
蔵
鮒
遠
洋
水
産
研
究
所

一
同
マ

成
田
魚
市
場
側
マ
日
本
鮭
鱒
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
マ
神
戸
真
珠
検
査
所
般
原
康
彦
マ
東

京
水
産
タ
ー
ミ
ナ
ル
鮒
マ
千
葉
県
立
｛
女
房
水

産
高
等
学
校
教
職
員

一
同
マ
側
漁
港
漁
村
建

設
技
術
研
究
所
マ
日
本
水
産
側
取
締
役
経
理

部
長
植
木
郁
也
マ
水
産
大
学
校

一
同
マ
凶
日

本
鰹
節
協
会
マ
全
国
海
友
婦
人
会
東
京
支
部

マ
側
海
洋
生
物
環
境
研
究
所
役
職
員

一
同
マ

高
山
隆
一二
（
慶
応
大
学
・
東
京
都
杉
並
区
）
マ

鮒
北
洋
は
え
な
わ
き
し
網
協
会
マ
加
茂
水
産

附
マ
奈
良
県
中
央
却
売
市
場
水
産
物
商
業
協

同
組
合
マ
南
西
海
区
水
産
研
究
所

一
同
マ
制

漁
業
信
用
基
金
中
央
会
マ
兵
庫
県
栽
培
漁
業

セ
ン
タ
ー
総
務
課
長
井
上
治
雄
マ
鮒
阿
部
工

業
マ
徳
島
県
立
水
産
高
等
学
校
一
同
マ
鮒
高

松
東
魚
市
場
マ
西
海
区
水
産
研
究
所

一
同
マ

海
技
大
学
校

一
同
マ
漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
マ
コ
ー
プ
市
募
金
マ
側
ア
ク
ア
レ

ッ

ク
ス
マ
日
本
水
産
側
役
員
従
業
員

一
同
マ
制

全
国
漁
港
協
会
マ
山
口
県
立
水
産
高
等
学
校

一
同
マ
高
浜
食
品
工
業
側
マ
松
本
和
義
（
東

京
都
大
田
区
）
マ
京
都
魚
市
場
側
役
職
員
一

同
マ
宝
幸
水
産
側
役
職
員
一
同
マ
銚
子
漁
船

船
員
組
合

（漁
船
同
盟
経
由
）
マ
渡
辺
正
造

・
信
子
（
東
京
都
多
摩
市
）
マ
漁
船
保
険
中

央
会
マ
新
納
礼
子
（
東
京
都
狛
江
市
）
マ
千

葉
県
立
銚
子
水
産
高
等
学
校
一
同
マ
広
島
魚

商
協
同
組
合
マ
嗣
磯
部
商
店
マ
新
井
徹
（
朝

日
新
聞
大
阪
厚
生
文
化
事
業
団
経
由
）
マ
祈

谷
て
つ
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
農
林
漁
業

金
融
公
庫
職
員
一
同
マ
日
本
鰹
鮪
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
マ
壁
矢
理
津
子
（
千
葉
県
千
葉

市
）
マ
岩
手
県
立
宮
古
水
産
高
等
学
校

一
同

マ
呉
市
場
冷
蔵
鮒
マ
側
臼
本
冷
凍
食
品
検
査

協
会
マ
丸
江
水
産
冷
蔵
鮒
マ
徳
水
鮒
マ
横
須

賀
三
浦
地
区
同
盟

（全
日
海
経
由
）
マ
丸
水

秋
田
中
央
水
産
附
マ
制
海
外
ま
き
網
漁
業
協

会
マ
日
東
捕
鯨
鮒
マ
側
海
外
漁
業
協
力
財
団

川
又
極
眠
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